
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
2 0 2 3 年 1 2 月 1 日   

槇島ひいらぎこども園 

園長    宇野   智子    

12月号 
早いもので今年も残すところあと少しとなりました。気温がぐっと低くなり、本格的な冬の寒さを感

じます。気温が下がり空気が乾燥すると、ウイルスの活動が活発になり、インフルエンザやノロウイルス

など冬に多い感染症が流行るため、注意が必要です。クリスマス、お正月を楽しく過ごせるように、手

洗い・うがいをしっかり行い、寒さに負けない健康な体をつくりましょう。 

冬に流行する感染性胃腸炎（ノロ・ロタウィルス） 

 
〜水分補給のポイント〜 

 ・嘔吐直後には飲ませず、しばらく様子を見て、状態が落ち着いてから少しずつ（ティースプーン1杯、約5ｍｌ

から15分おきに）飲ませます。（すぐに飲ませると、また吐いてしまう可能性があり、逆効果になります） 

・失われた電解質を補充するときは、経口補水液が役立ちます。 

 〇ロタウイルスには予防接種法に基づく任意予防接種があります。 

 〇感染経路が、経口感染・接触感染のため、トイレの後や調理・食事の前には石けんと流水で十分に手を洗い

ましょう。 

 

感染性胃腸炎とは、主にウイルスなどの病原体による感染症のことです。ウイルス感染（ノロ・ロタウイルス）に

よる胃腸炎が多く、毎年秋から冬にかけて流行します。少ないウイルス量でも感染し、感染力が強いので、多く

の人に拡がってしまいます。通常3日以内に回復しますが、ウイルスは回復後も1週間（長ければ1か月）程度は

糞便中に排泄されるので、処理の際には十分注意が必要です。 

〇特別な治療法はなく、症状（吐き気、嘔吐、下痢、発熱、腹痛）に応じた対症療法がおこなわれます。 

〇乳幼児では下痢等によって脱水になることがありますので、早めに医療機関を受診することが大切です。 

85℃の熱湯に１分以上浸け

るか、塩素系漂白剤を薄め

た物で消毒します。 

＜家庭での汚物(嘔吐物や下痢便)の処理方法＞ 
 

消毒ができたら、他のも

のと分けて、最後に洗濯

します。 

汚れた場所もしっかり

と消毒を行いましょう。 

＜家庭でできる消毒液のつくり方＞ 
＜用意するもの＞塩素系漂白剤（市販のハイター・ブリーチなど)・ペットボトル容器・水 

 

★0.02％濃度消毒液・・・通常の消毒用(まな板・食器・床・ドアノブ・手すり・トイレなど) 

                 水１L(１Lペットボトル使用)に対し、ペットボトルキャップ１杯弱 

                 使用後、水洗いまたは水拭きをする。 

★0.1％濃度消毒液・・・汚染物(吐物・便)が付着した床・便器・食器などの消毒用 

                水500ｍl(500mlペットボトル使用)に対し、ペットボトルキャップ2杯 

                使用後、水洗いまたは水拭きをする。 

※金属などは塩素系漂白剤によりさびる可能性がありますので、使用は避け加熱消毒してください。 

※汚物が付着した衣類を消毒する場合は、色落ちする可能性がありますので、注意してください。 

※人体や空気中への次亜塩素酸ナトリウム水溶液の噴霧は、目や皮膚に付着したり吸入したりすると 

危険であるため、噴霧しないよう注意してください(厚生労働省HP参照)。 

 


